
 防災・防犯情報を配信中  いせさき情報メールに登録を！ 登録方法など詳しくは10ページへ

主な内容

P2	 新年のご挨拶
P3	 いせさき初市
P4－5	 伊勢崎シティマラソン	フォトギャラリー
P7	 TOPICS	市民有志の力で伊勢崎銘仙	併

へい

用
よう

絣
かすり

が復活

笑う門には
福来たる

表紙写真：ラフターヨガ
平成28年12月12日、市役所で開催され
た「消費者行政講座」では、参加した皆
さんがラフターヨガを楽しみました。ラ
フターヨガは、笑いながら体を動かして、
心身ともにすっきり元気になるもの。会
場には参加者の笑い声が響きました。

2017年（平成29年）No.289●あなたと市政をつなぐ情報紙●●あなたと市政をつなぐ情報紙●

月1 １日号月１日号
2017年（平成29年）

1



伊
勢
崎
市
長

2017年（平成29年）1月1日号 2広報いせさき　No.2893

初
春
を
飾
る

和
柄
め
い
せ
ん
展

　
松
竹
梅
や
矢
羽
根
、
市
松
模

様
な
ど
、
日
本
の
伝
統
柄
を
織

り
込
ん
だ
銘
仙
の
着
物
30
点
を

展
示
し
ま
す
。
落
ち
着
い
た
深

い
色
合
い
や
絹
の
つ
や
や
か
さ

が
引
き
立
つ
銘
仙
の
魅
力
を
、

新
春
の
華
や
ぎ
の
中
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

期
間　
１
月
４
日（
水
）か
ら
２

月
19
日（
日
）ま
で

※
祝
日
を
除
く
月
・
火
曜
日
は

休
館
で
す

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
１
月
11
日（
水
）は
午
後
８
時

ま
で

入
場
料　
無
料

会
場
・
問
い
合
わ
せ　
い
せ
さ

き
明
治
館（
☎
（40）
６
８
８
５
）

 

上
州
焼
き
饅
祭

 

福ふ
く

饅ま
ん

神し
ん

事じ

・
大
串
ま
ん
じ
ゅ
う

　
直
径
約
55
セ
ン
チ
の
大
き
な
ま

ん
じ
ゅ
う
を
炭
火
で
焼
く「
福
饅

神
事
」で
は
、
年
男
・
年
女
が
願

い
を
込
め
た
ま
ん
じ
ゅ
う
に
ミ
ス

ひ
ま
わ
り
が
豪
快
に
み
そ
だ
れ
を

塗
っ
て
焼
き
上
げ
ま
す
。
焼
き
上

が
っ
た
ま
ん
じ
ゅ
う
は
、
福
分
け

と
し
て
見
物
客
に
振
る
舞
わ
れ
ま

す
。

時
間　
午
後
２
時
開
始

会
場　
伊
勢
崎
神
社（
本
町
）

 

猿
回
し

　
か
わ
い
い
サ
ル
が
さ
ま
ざ
ま
な

芸
を
披
露
し
ま
す
。

時
間　
午
後
２
時
～
８
時

※
随
時
行
い
ま
す

会
場　
本
町
通
り
か
ら
く
り
時
計

前
交
差
点
付
近

 

新
春
演
奏

 

邦
楽
グ
ル
ー
プ「
音オ

　ブ

　ラ

　ー

　ト

舞
楽
人
」に

 

よ
る
心
温
ま
る
演
奏
会

　
日
本
の
民
謡
を
中
心
に
、
古
典

か
ら
現
代
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
も

の
ま
で
、
幅
広
い
曲
目
を
披
露
し

ま
す
。

時
間　
午
後
３
時
～
４
時
30
分

会
場　
い
せ
さ
き
明
治
館

入
場
料　
無
料

▶
福
入
り
だ
る
ま
の
露
店
が
並
び
ま
す

いせさき初市

▲和楽器の演奏を披露

　新春恒例のいせさき初市を開催します。福入りだるまを
売る露店が本町通りに立ち並ぶほか、上州焼

や

き饅
まん

祭
さい

や邦楽
演奏など、新春を彩るイベントを実施します。みこしの出
初めや商店会連合会による「いせさき百円商店街」も行われ
ます。新年の福を求めに、ぜひお越しください。
期日　１月11日（水） 
時間　正午～午後９時30分
会場　本町通り ほか
　※周辺の交通規制を行います
問い合わせ　文化観光課（☎27－2759）
　　　　　　伊勢崎商工会議所（☎24－2211）

１月11日（水）は

い
せ
さ
き
明
治
館
特
別
企
画
展

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、

心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、
国
や
地
方
公
共
団
体
で
は
、
人
々
が
安
心
し
て
生
活
を
営
み
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る

社
会
環
境
を
つ
く
り
出
す
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
そ
の
取
り
組
み
を
着
実
に
進
め
る
た
め
、「
伊
勢
崎
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」を
策
定
し
て
お
り
ま
す
。
安
定
し
た
雇
用
の
創
出
や
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の

希
望
の
実
現
、
時
代
に
合
っ
た
地
域
づ
く
り
な
ど
を
基
本
目
標
に
掲
げ
、
具
体
的
な
施
策
な
ど
を

示
し
て
、
活
力
あ
る
地
域
の
創
生
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
本
市
が
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
夢
や
希
望
を
持
て
る
都
市
で
あ
る
と
と
も
に
、

安
心
し
て
安
全
に
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
都
市
で
あ
る
よ
う
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
力
を
合
わ
せ
な
が
ら

一
つ
一
つ
の
施
策
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
今
後
と
も
市
政
へ
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
輝
か
し
い
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

平
成
二
十
九
年　

元
旦
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チェック
　してネ！

伊勢崎シティマラソン
　12月４日、1,867人の市民ランナーの皆さんが参加して「第12回伊勢崎シテ
ィマラソン」が開催されました。箱根駅伝などで活躍する上武大学駅伝部から、
監督の近

こん

藤
どう

重
しげ

勝
かつ

さんと選手の皆さんがゲストランナーとして参加し、大会を盛
り上げました。伊勢崎を駆け抜けたランナーの皆さんを写真で紹介します。
　※大会の結果は市ホームページに掲載しています
問い合わせ　スポーツ振興課（☎27－2747）

完走おめでとうございます
ゴールシーンクローズアップ!

参加した市民ランナーの皆さん
お疲れさまでした。

動画で見る
いせさきいせさき

YouTubeで動画を見られます

フェイスブックで写真を公開中

フォト
　ギャラリー

▶伊勢崎市田島弥平
旧宅PRキャラクター

「くわまる」
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入
居
に
は
市
税
の
滞
納
が
な
い

こ
と
、
所
得
制
限
な
ど
の
条
件
が

あ
り
ま
す
。
申
し
込
み
の
前
に
住

宅
課
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
詳
細
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
内
容
は
変
更
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
必
要
書
類
を
用
意
す

る
期
間
を
考
慮
し
て
、
余
裕
を
持

っ
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　
１
月
４
日（
水
）か
ら

18
日（
水
）ま
で

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す

時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
住
宅

課（☎
（27）
２
７
６
４
）

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

子育てコンシェルジュの
出張相談窓口

景観まちづくり賞表彰式・
シンポジウムを開催

期日　１月29日（日）
時間　午前９時10分開始
会場　市役所東館５階第１会議室

住宅名 対象世帯 募集戸数

茂呂島住宅

子育て世帯     ２戸
母子世帯     ２戸
単身者世帯     １戸
障害者世帯     １戸

豊城西住宅
子育て世帯     １戸
母子世帯     １戸
単身者世帯     ２戸

豊城北住宅 高齢者世帯     １戸

羽黒住宅

一般世帯     １戸
子育て世帯     １戸
母子世帯     １戸
単身者世帯     ２戸

山王住宅
子育て世帯     １戸
母子世帯     １戸
単身者世帯     １戸

今泉住宅 一般世帯     １戸
波志江住宅 母子世帯     １戸

赤堀千鳥住宅
子育て世帯     １戸
母子世帯     １戸

境下武士住宅 母子世帯     １戸
境上武士住宅 単身者世帯     １戸
境熊野前住宅 母子世帯     １戸
境の前住宅 子育て世帯     １戸

境百々第１住宅
子育て世帯     １戸
単身者世帯     １戸

i
アイ

タワ―花の森住宅 子育て世帯     ２戸

入居者を募集する市営住宅一覧

　
併
用
絣
、
復
活
へ

　
織
物
の
生
産
が
盛
ん
だ
っ
た
伊

勢
崎
で
は
、
糸
を
染
め
て
か
ら
織

り
上
げ
る「
絣
」の
技
術
が
発
展
し

て
き
ま
し
た
。
中
で
も「
併
用
絣
」

は
型
紙
を
使
っ
て
た
て
・
よ
こ
の

糸
に
柄
を
染
め
て
織
る
高
度
な
技

術
が
必
要
で
、
伊
勢
崎
で
し
か
織

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

工
程
は
分
業
化
さ
れ
、
職
人
の
高

齢
化
や
和
装
か
ら
洋
装
へ
の
服
装

の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
現
在
、
本

格
的
な
生
産
は
終
了
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
生
産
が
途
絶
え
て
か
ら

お
よ
そ
半
世
紀
ぶ
り
に
、
新
し
い

併
用
絣
の
反
物
が
誕
生
し
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。
完
成
ま
で
に
は
多

く
の
職
人
の
皆
さ
ん
の
協
力
と
、

「
復
活
」に
向
け
て
関
わ
っ
た
皆
さ

ん
の
努
力
・
情
熱
が
あ
り
ま
し
た
。

　伊勢崎銘仙を愛する市民有志の皆さんが取り組んできた
伊勢崎銘仙併用絣の復活プロジェクトで、３種類の併用絣
が完成しました。平成28年12月５日、制作に携わった職人
の皆さんやプロジェクトの賛同者など関係者が集まる中、
完成した併用絣が披露されました。

　
今
後
の
展
開
に
期
待

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
起
人
の
一
人
、

金
井
珠
代
さ
ん
は「
今
で
も
素
晴

ら
し
い
技
術
を
持
っ
た
職
人
さ
ん

が
い
る
こ
と
に
感
謝
し
た
い
」と

話
し
ま
す
。
も
う
一
人
の
発
起
人

で
あ
る
杉
原
み
ち
子
さ
ん
は「
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
現
在
進
行
形
。
織

り
の
様
子
だ
け
で
も
伊
勢
崎
に
来

れ
ば
見
ら
れ
る
。
そ
ん
な
ふ
う
に

活
動
を
継
続
し
て
い
き
た
い
」と

今
後
の
展
開
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

　
併
用
絣
は
現
在
、
海
外
の
博
物

館
の
担
当
者
が
制
作
工
程
の
視
察

に
訪
れ
る
な
ど
、
そ
の
芸
術
性
に

あ
ら
た
め
て
注
目
が
集
ま
っ
て
い

ま
す
。
世
界
に
誇
る
伊
勢
崎
の
併

用
絣
。
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

契
機
に
、
伊
勢
崎
銘
仙
の
新
た
な

展
開
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

TOPICS 市民有志の力で伊勢崎銘仙 併
へい

用
よう

絣
かすり

が復活

プロジェクトに携わった職人の皆さん

　市民の皆さんに景観まちづくりに関心を持っ
てもらい、本市の魅力ある景観をつくり、守り、
育んでいくため、「景観まちづくり賞表彰式」と、

「景観まちづくりシンポジウム」として講演会と
パネルディスカッションを開催します。
期日　１月26日（木）
時間　午後１時30分～４時15分
会場　境総合文化センター

【講演会】
演題　重要伝統的建造物群保存地区によるまち
　づくりは未来への扉を開く
講師　森

もり

寿
じゅ

作
さく

さん（NPO法人本
ほん

一
いち

・本
ほん

二
に

まちづ
　くりの会理事長）

【パネルディスカッション】
テーマ　市民が主役の景観まちづくり
　　　　　　  ＊ 　　　　　　＊
いずれも
入場料　無料
申し込み　当日直接会場へ
問い合わせ　都市計画課（☎27－2767）赤いレンガ造り

時報塔 ツツジ

このほか市内外から多くの人の協力があり、
今回のプロジェクトが実現しています。

　子育てコンシェルジュによる出張相談窓口を各保健セ
ンターに開設します。保育士の資格を持った職員が、子
育て家庭に適した子育て支援情報を提供します。希望者
には教育・保育施設利用の相談にも応じます。
会場・期日
●健康管理センター
　１月25日（水）・26日（木）・
　２月22日（水）・23日（木）・
　３月22日（水）・23日（木）
●赤堀保健福祉センター
　１月24日（火）・
　２月21日（火）・
　３月15日（水）
時間　午後２時～４時
対象　生後４カ月の子どもの保護者で保育利用を考え始
　めている人
　※今回の実施期間中に該当する子どもは、平成28年
　９月から11月までに生まれた子ども
申し込み　当日直接会場へ
問い合わせ　こども保育課（☎27－2751）

●あずま保健センター
　１月20日（金）・
　２月28日（火）・
　３月17日（金）
●境保健センター
　１月27日（金）・
　２月24日（金）・
　３月24日（金）

申し込み多数
の場合は抽選
会を行います

●一般世帯＝２人以上の世帯
●子育て世帯＝夫婦と就学前の子どもがいる世帯、または 
　婚姻から３年を経過せず、夫婦の年齢の合計が70歳以
　下の世帯
●母子世帯＝現在婚姻していない母と未成年の子どもだけ
　の世帯
●単身者世帯＝満60歳以上の人など
●高齢者世帯＝申込者本人が満60歳以上で、同居する人
　が満60歳以上または18歳未満などの世帯
●障害者世帯＝障害者がいる２人以上の世帯

対象世帯の説明

※県営住宅の応募書類も住宅課にあります

完成した３種類の併用絣が披露されました。
四ツ葉学園中等教育学校の堀川桃佳さん（６
年）はツツジ柄の銘仙で特別に仕立てられた
振り袖姿を披露。会場を沸かせました。

いせさき併用絣の復活プロジェクト

～ 21世紀銘仙 ～　未来に向かって紡ぐ

型紙 · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·
紗
しゃ

張
ば

り· · · · · · · · · · · · · · · · · · ·

たて糸巻き直し· · · · · · · · · ·

引き込み、織り· · · · · · · · · ·

機織り機調整・修理 · · · · ·

須藤玲子さん
堤有希さん
大山仙八さん
大山昭子さん
伊藤正義さん
新井ゆり子さん
石井広実さん
石井茂夫さん
清野雪江さん
都丸佳男さん
高橋千代さん
福島うた子さん
戸張佐智子さん
磯淳子さん
五十嵐幸枝さん
吉田勝江さん
金沢経明さん

「21世紀銘仙」デザイン · ·

整
せい

経
けい

、仮織り· · · · · · · · · · ·

捺
なっ

染
せん

加工 · · · · · · · · · · · · · · · ·

よこ糸巻き· · · · · · · · · · · · ·

パサ返し· · · · · · · · · · · · · · ·

織り· · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·
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事来出のちま

田島弥平旧宅 秋の特別公開
地域に残る養蚕の歴史にふれました

グローバル教育フェスタ2016
生徒・学生がグローバル教育の成果を発表

繭を使ったストラップ作り

島村めぐり
多くの人が職員の説明に耳を傾けました日本ギニア友好協会広報官のオスマン・サンコンさん

人権啓発フェスティバル in いせさき
みんな違ってみんないい

　11月19日、文化会館で「人権啓発フェスティバル」が
開催され、小・中学生が描いた人権啓発ポスターの展示
や中学生による人権作文の朗読などが行われました。講
演会ではオスマン・サンコンさんが「みんな違ってみんな
いい」と題し、足に障害のある自身の経験を基に、他者
との違いを認めることの大切さを訴えました。

　11月27日、国指定史跡「女堀」の発掘調査現場で説明
会が行われました。本年度は調査の最終年度となります。
これまでの６年間の調査を踏まえ、自然の谷と交差する
女堀の工事状況について市の職員が解説。参加者は未完
成に終わった工事の様子を聞きながら、古代の用水路で
ある女堀の姿に思いをはせました。

農業まつり
地域に根差した農業を応援

「甘久郎ドッグ」を作る伊勢崎商業高校の生徒

農産物の販売

四ツ葉学園の生徒による体験報告

ALTと英会話を楽しみました

　11月23日、市民プラザで
「農業まつり」が開催され、地
元農産物の販売やお米のすく
い取りなど、各種イベントが
行われました。伊勢崎商業高
校の商業研究部の皆さんは、
伊勢崎産完熟牛

ご

蒡
ぼう

「甘
かん

久
く

郎
ろう

」を
素揚げにしてパンに挟んだ「甘久郎ドッグ」を販
売。商品を買い求める人で絶えず行列ができて
いました。

　11月19日、伊勢崎駅前イ
ンフォメーションセンターで

「グローバル教育フェスタ20
16」が開催されました。本年
度実施した中学生海外語学研
修やグローバルリーダー研修
について、参加した四ツ葉学

園中等教育学校の生徒や共愛学園前橋国際大学の学生が体験を報
告。本市の外国語指導助手（ALT）による英会話レッスンなども行
われました。会場を訪れた皆さんは英語に親しみながら、本市の
グローバル教育の取り組みの発表に熱心に耳を傾けていました。

　11月13日、田島弥平旧宅
主
おも

屋
や

の１階にある「上
じょう

段
だん

の間」
と「中

なか

の間」が特別公開されま
した。併せて田島弥平家の所
蔵品を一時保管している旧境
島小学校と国登録有形文化財
の日本基

キ リ

督
ス ト

教団島村教会の礼
拝堂も公開されました。職員の解説を聞きながら周辺の大型養蚕
農家群を回る島村めぐりや、まゆクラフト体験などの催しも行わ
れ、多くの人が田島弥平旧宅を訪れました。
※16ページ「いせさき絹遺産を訪ねて」の記事で田島弥平家の所蔵
品について紹介しています

夜空に輝くイルミネーション

伊勢崎駅南口を華やかに彩ります

点灯スイッチ、オン！

イルミネーションをバックに写真撮影

　伊勢崎駅南口芝生広場では「冬の賑わい まちなかイルミネーション」が開催さ
れています。11月28日に行われた点灯式では、第一幼稚園の園児がお手伝い。

「３、２、１」の掛け声とともに、大小９基の円すい状のイルミネーションや、旧
時報鐘楼を模したイルミネーションなどが一斉に点灯し、広場を照らしました。
　「冬の賑わい まちなかイルミネーション」は１月15日まで行っています。ぜ
ひ一度、足を運んでみてください。

▶「甘久郎ドッグ」 史跡「女
おんな

堀
ぼり

」発掘調査現地説明会
６年間の調査結果を解説

冬の賑
にぎ

わい まちなかイルミネーション
美しいイルミネーションが街

まち

中
なか

を照らしました



成
年
後
見
制
度
講
演
会

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎

（27）
２
７
４
５
）

　
判
断
能
力
が
低
下
し
た
人
の
財

産
や
権
利
を
守
る
制
度
に
つ
い
て

学
び
ま
し
ょ
う
。
人
生
の
最
後
を

迎
え
る「
終
活
」に
つ
い
て
も
講
演

し
ま
す
。

期
日　
１
月
26
日（
木
）

時
間　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分会
場　
市
役
所
東
館
５
階
第
１
会

議
室

定
員　
70
人（
先
着
順
）

演
題　
成
年
後
見
制
度
の
実
務
と

課
題
に
つ
い
て

講
師　
柳や

な
ぎ

沢さ
わ

和か
ず

良よ
し

さ
ん（
弁
護
士
）

入
場
料　
無
料

申
し
込
み　
１
月
10
日（
火
）か
ら

24
日（
火
）ま
で
に
直
接
ま
た
は
電

話
で
市
役
所
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
へ

人
権
に
つ
い
て
考
え
る
集
い

人
権
課（
☎

（27）
２
７
３
０
）

期
日　
１
月
22
日（
日
）

時
間　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
４

時会
場　
文
化
会
館

内
容　
講
演
会
、
隣
保
館
・
集
会

所
事
業
の
成
果
発
表
会
、
市
内
の

小
・
中
学
生
に
よ
る
人
権
啓
発
ポ

ス
タ
ー
や
人
権
標
語
の
優
秀
作
品

の
展
示
な
ど

【
講
演
会
】

演
題　
差
別
事
件
一
六
六
事
例
と

私
の
歩
ん
だ
道

講
師　
藤ふ

じ

本も
と

忠た
だ

義よ
し

さ
ん（
部
落
解

放
同
盟
東
京
都
連
合
会
副
委
員
長
）

入
場
料　
無
料

申
し
込
み　
当
日
直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ　
人
権
課
・
生
涯
学

習
課（
☎

（27）
２
７
９
４
）

消
費
者
行
政
講
座

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎

（20）
７
３
０
０
）

　
健
康
な
毎
日
を
送
る
た
め
、
日

常
の
生
活
の
中
で
の
気
に
な
る
症

状
と
、
疑
わ
れ
る
病
気
に
つ
い
て

学
び
ま
し
ょ
う
。

期
日　
２
月
１
日（
水
）

時
間　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

会
場　
市
役
所
東
館
５
階
第
４
会

議
室

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
人

定
員　
50
人（
先
着
順
）

演
題　
そ
れ
は
注
意
！　
そ
の
症

状講
師　
都と

丸ま
る

浩こ
う

一い
ち

さ
ん（
都
丸
内

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

入
場
料　
無
料

申
し
込
み　
当
日
直
接
会
場
へ

協
働
ま
ち
づ
く
り
事
業

広
め
よ
う
！ 

音
楽
療
法
で
楽
し
く
！

認
知
症
予
防
教
室

市
民
活
動
課（
☎

（61）
６
７
１
２
）

　
フ
ァ
イ
ブ
・
コ
グ
テ
ス
ト（
脳

の
健
康
度
テ
ス
ト
）に
よ
る
認
知

症
予
防
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
認
知

症
予
防
の
た
め
の
音
楽
療
法
を
紹

介
し
ま
す
。

【
絣
の
郷（
市
民
交
流
館
）会
場
】

期
日　
１
月
17
日（
火
）

時
間　
午
前
10
時
15
分
～
11
時
30

分【ふ
く
し
プ
ラ
ザ
会
場
】

期
日　
１
月
19
日（
木
）

時
間　
午
後
２
時
15
分
～
３
時
30

分
　
　
　
　
＊　
　
　
＊　
　
　
　

い
ず
れ
も

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
人

定
員　
各
30
人（
先
着
順
）

参
加
料　
３
０
０
円（
教
材
費
な

ど
）

申
し
込
み　
当
日
直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
生
涯

発
達
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
さ
ん
れ
ん
ぷ

（
☎

（27）
６
３
３
０
）

生
涯
学
習
大
会

生
涯
学
習
課（
☎

（27）
２
７
９
４
）

期
日　
１
月
14
日（
土
）

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30

分会
場　
境
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容　
各
地
区
の
生
涯
学
習
の
成

果
発
表
、
生
涯
学
習
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ま
な
び
ぃ
先
生
の
発
表
、

ま
な
び
ぃ
先
生
の
紹
介
と
作
品
の

展
示
、
読
書
の
街
い
せ
さ
き
啓
発

展
示
な
ど

入
場
料　
無
料

情報掲示板情報掲示板
●伊勢崎市役所
●赤堀支所
●あずま支所
●境支所
開庁時間　午前８時30分～午後５時15分

☎0270－24－5111
☎0270－62－1151
☎0270－62－1311
☎0270－74－1111

☎0180－99－2999
☎0270－23－1299

……………
…………………
………………

……………………

■災害情報案内（24時間）
■救急病院等案内（24時間）

え
る
も
の
を
簡
易
専
用
水
道
と
い

い
ま
す
。
簡
易
専
用
水
道
は
、
法

令
に
よ
り
設
置
者
の
衛
生
的
な
管

理
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
設
置
者
は
年
１
回
の
検
査
を
実

施
し
た
上
、
市
に
届
け
出
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る「
手

引
き
」を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

県
の
特
定
最
低
賃
金
が
改
正

商
工
労
働
課（
☎

（27）
２
７
５
５
）

　
特
定
の
製
造
業
に
適
用
さ
れ
る

特
定
最
低
賃
金
が
平
成
28
年
12
月

24
日
か
ら
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

●
製
鋼
・
鉄
素
形
材
製
造
業
＝
８

５
７
円
、
一
般
機
械
器
具
製
造
業

＝
８
４
６
円
、
電
気
機
械
器
具
製

造
業
＝
８
４
５
円
、
輸
送
用
機
械

器
具
製
造
業
＝
８
４
６
円

問
い
合
わ
せ　
群
馬
労
働
局（
☎

０
２
７
ー
８
９
６
ー
４
７
３
７
）

障
害
者
控
除
・
特
別
障
害
者
控
除

対
象
者
に
認
定
書
を
交
付

介
護
保
険
課（
☎

（27）
２
７
４
４
）

　
65
歳
以
上
で
要
介
護
認
定
を
受

け
て
お
り
、
市
の
判
定
基
準
を
満

た
す
人
に
、
障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
を
交
付
し
ま
す
。
対
象
者

本
人
、
ま
た
は
対
象
者
を
扶
養
す

る
家
族
が
、確
定
申
告
や
市
民
税・

県
民
税
の
申
告
を
す
る
際
、
障
害

者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
確
定
申
告
な
ど
で
障
害
者
控

除
の
手
続
き
を
す
る
場
合
は
、
３

月
15
日（
水
）ま
で
に
介
護
保
険
課・

各
支
所
住
民
福
祉
課
で
認
定
書
の

交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
介
護
保
険
課
・
各
支

所
住
民
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
で
き
ま
す

対
象　
平
成
28
年
12
月
31
日
現
在
、

障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
お

ら
ず
、
要
介
護
１
～
５
の
認
定
を

受
け
て
い
る
65
歳
以
上
の
人

催
し

青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー 

オ
ー
プ
ン
デ
ー

生
涯
学
習
課（
☎

（27）
２
７
９
４
）

期
日　
１
月
22
日（
日
）

時
間　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３

時
30
分

会
場　
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

内
容　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
の
無
料
試
食
な
ど

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
当
日
直
接
会
場
へ

※
午
前
10
時
か
ら
先
着
順
で
受
け

付
け
を
行
い
ま
す
。
各
イ
ベ
ン
ト

と
も
に
定
員
に
限
り
が
あ
り
ま
す

※
小
学
３
年
生
以
下
の
子
ど
も
は

保
護
者
と
一
緒
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い

問
い
合
わ
せ　
青
少
年
育
成
セ
ン

タ
ー（
☎

（23）
５
８
０
０
）

お
知
ら
せ

就
学
前
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続

教
育
委
員
会
総
務
課

（
☎

（27）
２
７
８
５
）

　
幼
稚
園
・
保
育
園
・
認
定
こ
ど

も
園
等
と
の
連
携
、
幼
稚
園
・
保

育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
等
と
小
学

校
と
の
連
携
に
つ
い
て（
案
）、
就

学
前
教
育
お
よ
び
保
育
に
対
す
る

支
援
と
市
立
幼
稚
園
の
役
割
に
つ

い
て（
案
）の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
手
続
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

意
見
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
意
見
の
提
出
方
法
】

　
所
定
の
様
式
に
住
所
・
氏
名
・

意
見
と
そ
の
理
由
を
記
入
の
上
、

直
接
ま
た
は
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・

メ
ー
ル
で
教
育
委
員
会
総
務
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
資
料
と
所
定
の
様
式
は
、
教
育

委
員
会
総
務
課
、
市
民
情
報
コ
ー

ナ
ー（
市
役
所
・
各
支
所
）に
あ
り

ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す

期
間　
１
月
10
日（
火
）か
ら
２
月

９
日（
木
）ま
で（
必
着
）

対
象　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人

●
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・
在

学
の
人

●
市
内
に
事
務
所
・
事
業
所
が
あ

る
個
人
・
法
人
・
団
体

●
本
市
に
納
税
義
務
が
あ
る
人

●
こ
の
事
案
に
利
害
関
係
が
あ
る

人宛
先　
〒
３
７
２
ー
８
５
０
１

（
住
所
不
要
）　
市
役
所
教
育
委
員

会
総
務
課
、

（24）
９
６
６
８
、

k-soum
u@

city.isesaki.lg.jp

都
市
計
画
公
園
の
変
更
決
定

都
市
計
画
課（
☎

（27）
２
７
６
６
）

　
伊
勢
崎
都
市
計
画
公
園
な
ど
の

変
更
に
つ
い
て
、
平
成
28
年
12
月

１
日
付
け
で
都
市
計
画
案
が
都
市

計
画
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
関
係
図

書
は
都
市
計
画
課
で
縦
覧
で
き
ま

す
。

●
伊
勢
崎
都
市
計
画
公
園
の
変
更

内
容　
２
・
２
・
90
号
風
の
子
公

園
ほ
か
11
公
園
の
名
称
を
変
更

●
赤
堀
都
市
計
画
公
園
の
変
更

内
容　
４
・
４
・
１
号
せ
せ
ら
ぎ

公
園
の
名
称
を
変
更

●
東
都
市
計
画
公
園
の
変
更

内
容　
３
・
３
・
１
号
北
小
学
校

区
近
隣
公
園
ほ
か
１
公
園
の
名
称

を
変
更

簡
易
専
用
水
道
の
検
査
と
届
け
出

環
境
保
全
課（
☎

（27）
２
７
３
３
）

　
集
合
住
宅
や
事
業
所
、
店
舗
な

ど
に
設
置
さ
れ
、
市
の
水
道
水
だ

け
を
水
源
と
す
る
水
道
の
う
ち
、

水
を
た
め
る
た
め
の
受
水
槽
の
有

効
容
量
が
10
立
方
メ
ー
ト
ル
を
超

臨時福祉給付金の申請はお済みですか傍聴しましょう　教育委員会会議定例会

　臨時福祉給付金の申請受付期間は１月20日（金）まで
です。対象となる可能性がある人には申請書を郵送して
あります。申請の手続きがまだ済んでいない人は、早め
に手続きをしてください。
問い合わせ　社会福祉課（☎27−8808）

認知症予防講演会

　長寿社会となった今、誰もが認知症になる可
能性があります。住み慣れた地域で暮らし続け
るために、認知症について学んでみませんか。
期日　２月８日（水） 
時間　午後１時30分～３時30分
会場　文化会館
定員　400人（先着順）
演題　認知症についての心がまえ
講師　宮

みや

永
なが

和
かず

夫
お

さん（南魚沼市立ゆきぐに大和
　病院事業管理者）
入場料　無料
申し込み・問い合わせ　１月10日（火）から直
　接または電話で市役所地域包括支援センター
　（☎27−2745）

期日　１月16日（月）
時間　午後２時開始
会場　市役所北館４階会議室
定員　７人（先着順）
申し込み　当日午後１時30分から１時50分
　までに直接会場へ
問い合わせ　教育委員会総務課（☎27−2785）

広報いせさき　No.28911 2017年（平成29年）1月1日号 10

情報掲示板

　災害・防災情報や地域の防犯情
報をメールで配信しています。い
ざというとき、必要な情報を確実
に得られるよう、いせさき情報メ
ールに登録をしておきましょう。
問い合わせ
　安心安全課（☎27－2706）
　  

携帯電話で次のメール
アドレスに空メールを
送信してください
    t-isesaki@sg-m.jpメール

登録の方法



学
校
教
育
相
談
員
＝
不
登
校
な
ど

の
教
育
相
談
を
行
い
ま
す

⑥
臨
時
介
助
員
＝
特
別
な
支
援
を

必
要
と
す
る
児
童
・
生
徒
に
学
校

生
活
へ
の
適
応
に
向
け
た
介
助
を

行
い
ま
す

⑦
外
国
籍
児
童
生
徒
学
校
生
活
適

応
指
導
助
手
＝
外
国
籍
の
児
童
・

生
徒
に
通
訳
や
相
談
な
ど
を
通
し

て
学
習
支
援
や
学
校
生
活
へ
の
適

応
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す

対
象

①
～
③
＝
職
種
に
応
じ
た
免
許
が

あ
る
人

※
学
校
事
務
職
員
は
免
許
を
必
要

と
し
ま
せ
ん

④
＝
教
員
免
許
状
が
あ
る
人
、
英

語
が
堪
能
な
人

⑤
＝
教
職
経
験
の
あ
る
人
、
児
童

生
徒
に
対
す
る
相
談
経
験
の
あ
る

人
、
教
育
相
談
に
関
わ
る
資
格
が

あ
る
人

⑥
＝
資
格
は
必
要
と
し
ま
せ
ん
が
、

学
校
教
育
に
理
解
の
あ
る
人

⑦
＝
資
格
は
必
要
と
し
ま
せ
ん
が
、

外
国
語
が
堪
能
で
学
校
教
育
に
理

解
が
あ
る
人
。
特
に
、
ベ
ト
ナ
ム

語
や
タ
ガ
ロ
グ
語
の
通
訳
が
で
き

る
人

申
し
込
み　
履
歴
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
①
～
④
は
随
時
、

⑤
～
⑦
は
２
月
３
日（
金
）ま
で
に

直
接
学
校
教
育
課
へ

※
必
要
に
応
じ
て
連
絡
し
、
面
接

を
行
い
ま
す

を
記
入
の
上
、
こ
ど
も
保
育
課
へ

※
申
込
書
は
こ
ど
も
保
育
課
に
あ

り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す

※
必
要
に
応
じ
て
連
絡
し
、
面
接

を
行
い
ま
す

平
成
29
年
度 

臨
時
教
職
員

な
ど
の
登
録
者
を
募
集

学
校
教
育
課（
☎

（27）
２
７
８
８
）

募
集
内
容

①
補
助
教
職
員

＝
産
前
・
産
後

休
暇
や
育
児
休

業
な
ど
を
取
得

す
る
教
職
員（
教

諭
・
養
護
教
諭
・
学
校
栄
養
職
員
・

学
校
事
務
職
員
）の
代
わ
り
と
し

て
勤
務
し
ま
す

②
初
任
者
研
修
代
替
・
後
補
充
非

常
勤
講
師
＝
小
・
中
学
校
の
新
採

用
教
諭
が
校
内
外
研
修
な
ど
で
不

在
の
と
き
に
、
非
常
勤
講
師
と
し

て
勤
務
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
１
日

７
時
間
、
代
替
は
週
２
日
で
年
間

30
週
ま
で
、
後
補
充
は
年
間
17
日

ま
で
の
勤
務
で
す

③
マ
イ
タ
ウ
ン
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー（
非

常
勤
講
師
）＝
小
学
校（
国
語
・
算

数
）、
中
学
校（
数
学
）で
、
教
科

の
少
人
数
指
導
を
担
当
し
ま
す

④
小
・
中
学
校
英
語
支
援
助
手
＝

小
・
中
学
校
の
英
語
科
で
授
業
支

援
を
行
い
ま
す

⑤
小
学
校
学
習
生
活
相
談
員
・
中

～
午
後
５
時

※
所
定
時
間
外
労
働
が
あ
り
ま
す
。

土
・
日
・
祝
日
は
休
み
で
す

対
象　
正
看
護
師
ま
た
は
準
看
護

師
の
免
許
が
あ
る
人

報
酬　
月
額
18
万
２
４
０
０
円

【
労
務
技
士（
調
理
員
）】

勤
務
時
間　
平
日
午
前
８
時
30
分

～
午
後
４
時
30
分

※
所
定
時
間
外
労
働
が
あ
り
ま
す
。

土
・
日
・
祝
日
は
休
み
で
す

対
象　
資
格
は
必
要
と
し
ま
せ
ん

が
、
調
理
業
務
の
経
験
が
あ
る
人

報
酬　
月
額
14
万
１
０
０
０
円

　
　
　
　
＊　
　
　
＊

い
ず
れ
も

申
し
込
み　
申
込
書
に
必
要
事
項

平
成
29
年
度 

公
立
保
育
所

非
常
勤
職
員
の
登
録
者
を
募
集

こ
ど
も
保
育
課（
☎

（27）
２
７
５
１
）

【
保
育
士
】

勤
務
時
間　
平
日
の
午
前
７
時
か

ら
午
後
７
時
ま
で
の
間
で
７
時
間

30
分
の
交
代
勤
務

※
所
定
時
間
外
労
働
、
早
出
・
遅

出
の
勤
務
、
交
代
で
土
曜
日
に
半

日
の
勤
務（
月
１
回
程
度
）が
あ
り

ま
す
。
日
曜
日
・
祝
日
は
休
み
で

す対
象　
保
育
士
の
資
格
が
あ
る
人

報
酬　
月
額
18
万
２
４
０
０
円

【
看
護
師
】

勤
務
時
間　
平
日
午
前
８
時
30
分

宛
先　
〒
３
７
２
ー
８
５
０
１

（
住
所
不
要
）　
市
役
所
農
政
課

伊
勢
崎
駅
周
辺
の
お
薦
め
の

写
真
を
募
集
し
ま
す

都
市
開
発
課（
☎

（21）
７
４
９
０
）

　
２
月
中
旬
か
ら
３
月
下
旬
に
伊

勢
崎
駅
前
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
で
開
催
予
定
の｢

ま
ち

な
か
華は

な

フ
ェ
ス
タ｣

で
、「
伊
勢
崎

駅
周
辺
の
お
す
す
め
の
写
真
展
」

を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
薦

め
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
基
準　
伊
勢
崎
駅
周
辺
の
写

真
で
、
春
を
感
じ
さ
せ
る
花
や
風

景
、
建
物
、
食
べ
物
な
ど
。
応
募

用
紙
に
写
真
の
撮
影
時
期
・
場
所

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
事
前
に

被
写
体
な
ど
の
承
諾
を
得
て
く
だ

さ
い
。
サ
イ
ズ
は
四
つ
切
り
で
、

応
募
は
５
点
ま
で
と
し
ま
す
。
モ

ノ
ク
ロ
、
カ
ラ
ー
は
問
い
ま
せ
ん

応
募
方
法　
１
月
10
日（
火
）か
ら

27
日（
金
）ま
で
の
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
に
、
写
真
お
よ
び

必
要
事
項
を
記
入
し
た
応
募
用
紙

を
直
接
伊
勢
崎
駅
前
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
へ

※
月
曜
日
は
休
館
で
す

※
応
募
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

注
意
事
項
な
ど
、
詳
し
く
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す

※
応
募
多
数
の
場
合
は
選
考
を
行

い
ま
す

知
し
ま
す

宛
先　
〒
３
７
２
ー
８
５
０
１

（
住
所
不
要
）　
市
役
所
環
境
保
全

課
、

（24）
５
２
５
３
、

hozen
@

city.isesaki.lg.jp

締
切
日　
１
月
31
日（
火
）必
着

農
地
を
貸
し
た
い
人
・
借
り
た
い

人
を
募
集
し
ま
す

農
政
課（
☎

（27）
２
７
５
７
）

　
農
地
中
間
管
理
機
構（
群
馬
県

農
業
公
社
）で
は
、
農
地
を
貸
し

た
い
人
か
ら
農
地
を
借
り
受
け
、

取
り
ま
と
め
た
農
地
を
借
り
た
い

人（
担
い
手
）に
対
し
て
貸
し
付
け

て
、
農
地
利
用
の
最
適
化
を
進
め

て
い
ま
す
。

【
農
地
を
貸
し
た
い
場
合
】

　
農
業
を
や
め
る
、
農
業
部
門
を

減
少
す
る
、
農
地
を
相
続
し
た
な

ど
で
農
地
を
貸
し
た
い
場
合
は
、

農
政
課
・
各
支
所
経
済
振
興
室
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

【
農
地
を
借
り
た
い
場
合
】

　
次
の
と
お
り
、
農
地
中
間
管
理

機
構
が
行
う
借
り
手
の
公
募
に
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
３
月
31
日（
金
）ま
で

申
し
込
み　
農
政
課
・
各
支
所
経

済
振
興
室
に
あ
る
農
用
地
等
借
受

応
募
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

直
接
ま
た
は
郵
送
で
農
政
課
・
各

支
所
経
済
振
興
室
へ

※
応
募
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す

昼
食
代
、
ス
キ
ー
の
レ
ン
タ
ル
代

が
別
途
必
要
で
す

申
し
込
み　
１
月
12
日（
木
）午
前

９
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
に
参
加

料
を
添
え
て
文
化
会
館
へ

旅
行
企
画
・
実
施　
ミ
ニ
ト
ラ
ベ

ル（
☎

（62）
８
４
４
９
）

募
集

環
境
審
議
会
委
員
募
集

環
境
保
全
課（
☎

（27）
２
７
３
３
）

　
良
好
な
環
境
の
保
全
に
つ
い
て

審
議
・
調
査
す
る
環
境
審
議
会
の

委
員
を
募
集
し
ま
す
。
会
議
は
必

要
に
応
じ
て
随
時
開
催
し
ま
す
。

報
酬
は
市
の
条
例
に
よ
り
ま
す
。

委
嘱
期
間　
４
月
１
日（
土
）か
ら

平
成
31
年
３
月
31
日（
日
）ま
で
の

２
年
間

対
象　
市
内
に
１
年
以
上
在
住
し

て
い
る
20
歳
以
上
の
人

定
員　
３
人

申
し
込
み　
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、直
接
ま
た
は
郵
送・

フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
で
環
境
保
全

課
へ

※
申
込
書
は
環
境
保
全
課
、
市
民

情
報
コ
ー
ナ
ー（
市
役
所
・
各
支

所
）に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き

ま
す

※
応
募
の
内
容
を
基
に
選
考
し
、

結
果
は
書
面
で
応
募
者
全
員
に
通

ス
ポ
ー
ツ

ス
ケ
ー
ト
教
室

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎

（27）
２
７
４
７
）

期
日　
２
月
６
日
か
ら
22
日
ま
で

の
月
・
水
・
金
曜
日（
全
８
回
）

時
間　
午
後
６
時
30
分
～
８
時

会
場　
伊
勢
崎
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ

ー（
今
井
町
）

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
小
学
生
以
上
の
人

定
員　
50
人（
先
着
順
）

参
加
料　
４
５
０
０
円（
入
場
料
、

貸
し
靴
代
な
ど
）

申
し
込
み　
１
月
16
日（
月
）か
ら

直
接
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ

親
子
ス
キ
ー
体
験
教
室

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎

（27）
２
７
４
７
）

期
日　
１
月
29
日（
日
）

時
間　
午
前
７
時
市
野
球
場
西
側

駐
車
場
集
合
・
出
発

※
午
後
６
時
帰
着
予
定

会
場　
軽
井
沢
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

ス
キ
ー
場（
長
野
県
）

対
象　
市
内
の
小
学
生
と
そ
の
保

護
者

定
員　
40
人（
先
着
順
）

内
容　
基
礎
か
ら
指
導
し
ま
す

※
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
は
で
き
ま
せ
ん

参
加
料　
３
０
０
０
円（
交
通
費
、

保
険
料
な
ど
）

※
リ
フ
ト
代（
小
学
生
は
無
料
）、

情報掲示板

休日の漏水などの緊急連絡先
　道路上から水道メーターまでの間に漏水を発見
　した場合は、竜宮浄水場（☎24－1760）または
　下記の指定工事店に連絡してください。

次の地域の連絡先は、以下のとおりです。
●境島村の利根川右岸地域（本庄市給水区域）
　＝本庄市水道課（☎0495−22−2151）
● 境平塚の利根川右岸地域（深谷市給水区域）
　＝深谷市水道工務課（☎048−577−7529）

休日の漏水などの緊急連絡先

●１月14日（土）　小倉設備興業　☎25−2915
●１月15日（日）　栗原建設　　　☎25−6720
●１月21日（土）　松原電化設備　☎62−1534

●１月22日（日）　中西工業　　　☎25−5900
●１月28日（土）　三藤建設工業　☎62−1726
●１月29日（日）　高岸設備工業　☎25−7278

期日　２月11日（祝）
時間　午後１時～３時15分
会場　境総合文化センター
定員　700人（先着順）
内容　講演会、第四中学校吹奏
　楽部の演奏、障害者福祉団体
　の物品販売など

【講演】
演題　女性が働くということ
講師　吉

よし

川
かわ

美
み

代
よ

子
こ

さん（キャスター）
入場料　無料
　※入場には整理券が必要です。整理券は１月11日
　（水）から人権課、隣保館、各支所庶務課、市民サ
　ービスセンター宮子・あずま、文化会館、市民プ
　ラザ、境総合文化センターで配布します（１人５

枚まで）
問い合わせ　人権課（☎27−2730）

期日　２月19日（日）
時間　午前９時開会
会場　市民体育館
対象　中学生以上の人
参加料　１組3,000円
申し込み・問い合わせ　２月３日（金）までに直接スポ
　ーツ振興課（☎27−2747）

オープンバドミントン大会（ダブルス）

▲吉川美代子さん

手話通訳が
あります

聞いて学ぶ講演会

広報いせさき　No.28913 2017年（平成29年）1月1日号 12

全血献血（400ml）
献血にご協力ください

期日　1月17日（火）
時間　午前９時30分～午後４時
　※午前11時45分から午後１時までは除きます
会場　市役所東館１階市民ホール
問い合わせ　社会福祉課（☎27−2748）

献　血



有料広告のページ 広告内容については、広告主に問い合わせてください。15

定て
い

員い
ん　
各か

く

50
人に

ん（
先せ

ん

着ち
ゃ
く

順じ
ゅ
ん

）

参さ
ん

加か

料り
ょ
う　
１
５
０
０
円え

ん（
テ
キ
ス

ト
代だ

い

な
ど
）

申も
う

し
込こ

み　
１
月が

つ

15
日に

ち（
日

に
ち
よ
う
び）に

直ち
ょ
く

接せ
つ

会か
い

場じ
ょ
う

へ

読
み
聞
か
せ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

届
け
る
喜
び 

届
け
ら
れ
る
楽
し
さ

生
涯
学
習
課（
☎

（27）
２
７
９
４
）

期
日　
２
月
１
日（
水
）

時
間　
午
前
10
時
～
正
午

会
場　
赤
石
楽
舎

対
象　
市
内
で
読
み
聞
か
せ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
人
、
読

み
聞
か
せ
に
関
心
の
あ
る
人

定
員　
60
人（
先
着
順
）

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
１
月
11
日（
水
）午
前

９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
生

涯
学
習
課
へ

冬
の
あ
っ
た
か
健
康
講
座

リ
ズ
ム
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と

ス
ト
レ
ッ
チ

赤
堀
公
民
館（
☎

（62）
１
１
５
３
）

期
日　
１
月
26
日（
木
）・
２
月
２

日（
木
）（
全
２
回
）

時
間　
午
前
10
時
～
正
午

会
場　
赤
堀
公
民
館

対
象　
市
内
に
在
住
の
人

定
員　
30
人（
先
着
順
）

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
１
日
12
日（
木
）午
前

９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
赤

堀
公
民
館
へ

９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
あ

ず
ま
公
民
館
へ

び
っ
く
り
科
学
教
室

殖
蓮
公
民
館（
☎

（26）
４
５
６
０
）

期
日　
１
月
28
日（
土
）

時
間　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

会
場　
殖
蓮
公
民
館

対
象　
市
内
に
在
住
の
５
歳
以
上

小
学
生
以
下
の
子
ど
も

※
小
学
２
年
生
以
下
の
子
ど
も
は

保
護
者
と
一
緒
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い

定
員　
20
人（
先
着
順
）

内
容　
吹
き
矢
に
つ
い
て
学
び
、

こ
ま
や
プ
ラ
ト
ン
ボ
に
応
用
し
て

遊
び
ま
す

参
加
料　
１
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み　
１
月
10
日（
火
）午
前

９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
殖

蓮
公
民
館
へ

市し

国こ
く

際さ
い

交こ
う

流り
ゅ
う

協き
ょ
う

会か
い

日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

室し
つ

国こ
く

際さ
い

課か（
☎

（27）
２
７
３
１
）

期き

日じ
つ　
１
月が

つ

15
日に

ち

か
ら
３
月が

つ

26
日に

ち

ま
で
の
日に

ち

曜よ
う

日び（
全ぜ

ん

10
回か

い

）

※
２
月が

つ

５
日に

ち（
日

に
ち
よ
う
び）は

除の
ぞ

き
ま
す

時じ

間か
ん

●
午ご

前ぜ
ん

の
部ぶ

＝
午ご

前ぜ
ん

９
時じ

30
分ぷ

ん

～

11
時じ

30
分ぷ

ん

●
午ご

後ご

の
部ぶ

＝
午ご

後ご

１
時じ

30
分ぷ

ん

～

３
時じ

30
分ぷ

ん

会か
い

場じ
ょ
う　

絣か
す
り

の
郷さ

と（
市し

民み
ん

交こ
う

流り
ゅ
う

館か
ん

）

対た
い

象し
ょ
う　

市し

内な
い

に
在ざ

い

住じ
ゅ
う

ま
た
は
在ざ

い

勤き
ん

の
外が

い

国こ
く

人じ
ん

住じ
ゅ
う

民み
ん

親
子
で
リ
ト
ミ
ッ
ク

境
児
童
館
ど
ん
ぐ
り

（
☎

（70）
２
４
１
５
）

期
日　
１
月
17
日（
火
）

時
間　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30

分会
場　
境
児
童
館
ど
ん
ぐ
り

対
象　
市
内
に
在
住
の
１
歳
児
と

そ
の
保
護
者

定
員　
20
組（
抽
選
）

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
１
月
10
日（
火
）午
前 

10
時
か
ら
11
時
ま
で
に
直
接
境
児

童
館
ど
ん
ぐ
り
へ

マ
マ
ヨ
ガ
＆
ベ
ビ
ー
ヨ
ガ

マ
ッ
サ
ー
ジ

あ
ず
ま
公
民
館（
☎

（62）
０
１
１
５
）

期
日

●
２
月
２
日（
木
）・９
日（
木
）（
全

２
回
）

●
２
月
16
日（
木
）・23
日（
木
）（
全

２
回
）

時
間　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

会
場　
あ
ず
ま
公
民
館

対
象　
市
内
に
在
住
の
２
カ
月
以

上
10
カ
月
以
下
の
子
ど
も
と
そ
の

母
親

定
員　
各
15
組（
先
着
順
）

内
容　
骨
盤
調
整
を
中
心
に
し
た

母
親
向
け
ヨ
ガ
と
、
オ
イ
ル
を
使

わ
な
い
ベ
ビ
ー
ヨ
ガ
マ
ッ
サ
ー
ジ

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
１
月
11
日（
水
）午
前

講
座

シ
ル
ク
ス
カ
ー
フ
の

ど
ん
ぐ
り
染
め

清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
21

（
☎

（32）
３
１
６
６
）

期
日　
１
月
24
日（
火
）

時
間　
午
前
10
時
～
正
午

会
場　
清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
21

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
人

定
員　
15
人（
先
着
順
）

参
加
料　
１
８
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み　
１
月
11
日（
水
）午
前

９
時
か
ら
電
話
で
清
掃
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
21
へ

ジ
ュ
エ
リ
ー
ク
ロ
ッ
シ
ェ
教
室

赤
堀
公
民
館（
☎

（62）
１
１
５
３
）

期
日　
２
月
１
日
・
８
日
・
15
日

の
水
曜
日（
全
３
回
）

時
間　
午
前
10
時
～
正
午

会
場　
赤
堀
公
民
館

対
象　
市
内
に
在
住
の
人

定
員　
20
人（
先
着
順
）

内
容　
ビ
ー
ズ
を
編
ん
で
、
入
学

式
・
卒
業
式
な
ど
で
使
え
る
パ
ー

ル
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
作
り
ま
す

参
加
料　
２
３
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み　
１
月
18
日（
水
）午
前

９
時
か
ら
参
加
料
を
添
え
て
赤
堀

公
民
館
へ

情報掲示板

そば打ち教室

◆山陽オート場外発売
　1/10 • 11 • 12 

◆浜松オート場外発売
　1/13 • 14 • 15
◆川口オート場外発売
　1/14 • 15 • 16 • 17

売上金は機械工業の振興・社会福祉の増進などに
広く役立てられています

☎24－5780　  http://isesaki-auto.jp/

◆飯塚オート場外発売
　ジャパンネット銀行×チャリロト杯
　GⅡオーバルチャンピオンカップ
　1/18 • 19 • 20 • 
　　 21 • 22

期日　１月21月（土）
時間　午前９時～正午
会場　南公民館
対象　市内に在住または在勤の人
定員　12人（先着順）
参加料　1,000円（材料費）
申し込み・問い合わせ　１月11日（水）午前９時
　から参加料を添えて南公民館（☎26−8333）
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いき
いき公民館

自慢の
サークル
紹介

自慢の
サークル
紹介

●
問
い
合
わ
せ

　
文
化
財
保
護
課（
☎
（75）
６
６
７
２
）

田
島
弥
平
旧
宅 

所
蔵
品
を
公
開

　
平
成
28
年
11
月
13
日
、
田
島
弥

平
旧
宅
で
秋
の
特
別
公
開
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
旧
境
島
小
学
校
で
一

時
保
管
し
て
い
る
田
島
弥
平
家
の

所
蔵
品
も
公
開
さ
れ
、
３
０
０
人

以
上
が
見
学
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
旧
境
島
小
学
校
に
は
、
田
島
弥

平
旧
宅
の
建
物
に
使
用
さ
れ
て
い

た
建
具
や
建
築
部
材
、
蚕さ

ん

種し
ゅ（
蚕

の
卵
）製
造
を
し
て
い
た
こ
ろ
の

蚕さ
ん

具ぐ

、
文
書
類
、
生
活
用
品
な
ど

が
一
時
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
は
平
成
30
年
度
か
ら
32
年
度

に
か
け
て
予
定
し
て
い
る
付
属
屋

の
修
理
の
準
備
の
た
め
に
田
島
弥

平
家
の
別
荘
と
種た

ね

蔵ぐ
ら

か
ら
運
び
出

さ
れ
た
品
々
で
、
一
日
限
り
で
公

開
さ
れ
ま
し
た
。

　
建
物
の
調
査
・
整
備
や
歴
史
資

料
な
ど
の
調
査
が
進
む
中
で
新
た

な
発
見
が
あ
れ
ば
、
今
後
も
成
果

を
発
表
し
て
い
き
ま
す
。

▶食器を収めた木
箱。「明治26年（18
93年）購求」と書か
れている。「 」「田
彌」は田島弥平家の
所蔵品を示す印

発
行

■伊
勢

崎
市

  ☎
0270−

24−
5111

  FAX  0270−
23−

9800
〒

372−
8501 群

馬
県

伊
勢

崎
市

今
泉

町
二

丁
目

410番
地

  U
RL    http://w

w
w

.city.isesaki.lg.jp
編

集
■

広
報

課
　

印
刷

■
宏

義
印

刷
株

式
会

社
　

毎
月

1日
・

16日
発

行

2016
年

12
月

１
日

現
在

●
人

口
　

 212,053
人

（
前

月
比

＋
11）

●
世

帯
数

　
86,257

戸
（

前
月

比
＋

59）

▲「香
こう

月
げつ

楼
ろう

」と書かれた扁
へん

額
がく

（※）。香月楼は別荘に隣
接して建っていた蚕

さん

室
しつ

で、古い写真でしかその姿を
見ることができない。この扁額の発見により、香月
楼という名称は嘉永７年（1854年）に江戸時代後期
の漢詩人、梁

やな

川
がわ

星
せい

巌
がん

が名付けたことが分かった
※建物や鳥居などの高い位置に取り付けられる額・
看板のこと

◀種蔵の所蔵
品を収めた部
屋。繭の品評
会での賞状や
火鉢などの生
活用品が並ぶ

▲別荘に置かれていた建築部材。建
物に使われていた物や未使用の物も
ある

い
せ
さ
き

あ
な

た
と

市
政

を
つ

な
ぐ

情
報

紙
 ISESAKI PU

BLIC RELATIO
N

S

2017. 1
.1

N
o.289

香月
楼 第

　
回

●活動状況は？
▶月２回程度
●活動場所は？
▶境島村公民館
●メンバーは？
▶14人

サークル名  アロハレインボー境島村公民館（☎74－9345）

　「上毛かるた」でおなじみの
「伊勢崎銘仙」。その織り方の
一つで、高度な技術が必要な

「併用絣」の復活プロジェクト
が、市民有志の皆さんによっ
て花開きました。鮮やかな併
用絣が織り上がるまでには、
携わった皆さんの大変なご苦
労があったそうです。併用絣
が織り成す芸術的な美しさは、
いまや海外からも注目される
ほどその価値が認められてい
ます。今後、伊勢崎銘仙関連
の催しでもお披露目されるこ
とと思います。写真だけでは
なく、ぜひ皆さんに実物を見
ていただきたいです。　  （し）

22

　平成26年１月に発足し、丸３年が経過しました。昔懐かし
い曲から最近の流行曲まで、幅広いジャンルの曲をウクレレで
演奏しながら、歌って楽しんでいます。サークルのテーマ曲は
童謡『桃太郎』の曲に自分たちで楽しい歌詞を作ったもの。ボ
ランティアで行っている福祉施設などでの演奏会では、歌詞カ
ードを配ってお客さんと一緒に歌うこともあります。明るくに
ぎやかなメンバーで、楽しく元気に活動しています。
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